
資源のない日本、
将来のエネルギーの姿に関する講演
in 北九州 化石、再エネ、原子力エネルギーのベストミックスの実現に向けて
平成28年12月2日（金）　会場：北九州国際会議場3階32会議室

平成26年4月に新しい「エネルギー基本計画」が閣議決定され、平成27年7月には「長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）」が取りま
とめられました。経済産業省資源エネルギー庁では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざまな地域の住民の方々を対象
に、化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくために講演会を開催いたしました。

私
の
所
属
す
る
先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
国
立
大
で
は
唯
一
1
0
0
％
民
間

資
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
よ
る
分

散
型
電
力
会
社
の
立
ち
上
げ
の
お
手
伝
い
と
し

て
、
企
業
と
の
橋
渡
し
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

北
九
州
市
の
東
田
に
は
、
新
日
本
製
鉄
所
の
発

電
機
を
使
っ
た「
東
田
コ
ジ
ェ
ネ
」と
い
う
日
本

で
も
最
大
規
模
の
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
が
、
周
辺
地
域
に
電
気
を
配
る
事
業
を
し
て
い

ま
す
。
消
費
地
か
ら
離
れ
た
発
電
所
か
ら
配
送
電

す
る
集
中
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
対
し
、
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
は
地
産
地
消
、

「
需
要
の
あ
る
場
所
で
発
電
し
、
そ
こ
で
使
お
う
」

と
い
う
も
の
で
す
。

街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
北
九
州
市
は
と
て
も

よ
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
自
治

体
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。「
電
気
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

導
入
す
れ
ば
街
も
栄
え
る
だ
ろ
う
」と
い
う
考
え

は
大
き
な
誤
解
で
す
。
電
気
代
が
地
域
に
還
元
さ

れ
る
と
い
う
意
味
で
の
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
ほ
か
の
産
業
が
活
発
に
な
ら
な
い
限

り
、
地
域
の
発
展
は
な
い
で
し
ょ
う
。

分
散
型
電
源
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
日
本
で
最

初
に
で
き
た
事
業
用
電
力
会
社
は
分
散
型
で
し

た
。
明
治
初
頭
、
琵
琶
湖
の
水
を
京
都
の
南
禅
寺

の
横
の
蹴
上
ま
で
引
き
、
市
電
を
走
ら
せ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
各
地
の
発
電
所
を
全
部
つ
な
い

で
今
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
技
術
や

制
度
が
変
わ
る
中
で
分
散
型
が
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。
歴
史
は
繰
り
返
す
の
で
す
ね
。

集
中
型
電
源
で
は
効
率
よ
く
送
電
す
る
た
め

電
気
の
流
れ
は
一
方
通
行
で
、
末
端
に
い
く
ほ
ど

電
圧
が
下
が
り
ま
す
。
分
散
型
に
は
、
こ
の
系
統

に
お
け
る
給
電
と
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
問
題
が

起
き
て
い
ま
す
。
明
治
維
新
以
降
、
欧
米
に
追
い

つ
こ
う
と
し
た
官
僚
国
家
の
日
本
は
、
社
会
の
仕

組
み
も
分
電
盤
型
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
逆
に
都
市

国
家
が
集
ま
り
成
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
分
散

型
電
源
に
な
じ
み
が
あ
り
ま
す
。

CO2
排
出
量
を
削
減
す
る
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

日
本
の
人
口
は
減
少
し
産
業
構
造
も
変
わ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
そ
の
も
の
が
下
が
る
見
通
し
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し「
放
っ
て
お
い
て
も
CO2
排
出

量
は
下
が
る
か
ら
い
い
の
だ
」と
考
え
て
い
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
は

造
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
半
世
紀
先
を
目

指
す
に
し
て
も
、
今
決
め
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

の
で
す
。
少
し
ず
つ
舵
を
切
る
の
で
は
な
く
、今
、

舵
を
切
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
は
、
分
散

型
電
源
に
よ
る
街
づ
く
り
の
技
術
を
海
外
に
輸

出
す
る
こ
と
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

化
石
燃
料
は
悪
者
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
効
率

は
と
て
も
い
い
も
の
で
す
。
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
の
発
電
量
は
約
2
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
同

じ
出
力
を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
得
る
な
ら
約
1
1

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
必
要
で
す
。
再
エ
ネ
は
現
在
の
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
由
来
し
ま
す
が
、
化
石
燃
料
も

太
古
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ぎ
ゅ
っ
と
圧
縮
さ

れ
た
も
の
だ
か
ら
、
使
い
勝
手
が
い
い
の
で
す
。

基調
講演

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
核
と
す
る
街
づ
く
り

荒
木 

和
路
氏 

（
東
京
工
業
大
学
先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー（
A
E
S
セ
ン
タ
ー
）特
任
教
授
）



　
L
N
G
基
地
や
石
油
の
国
家
備
蓄
基
地
、高
効

率
火
力
発
電
所
、洋
上
風
力
や
水
素
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
積
地
で
あ
る
北
九
州
で
、講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

し
た
。

　
福
島
第
一原
発
の
事
故
以
降
、私
ど
も
は
反
省
と

教
訓
を
踏
ま
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
再
構
築
す

る
な
か
、2
0
1
5
年
７
月
に
は「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
見
通
し
」を
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
基

本
方
針
は
徹
底
し
た
省
エ
ネ
、再
エ
ネ
の
最
大
限
の

導
入
、火
力
発
電
の
効
率
化
等
を
進
め
つつ
原
発
依

存
度
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る
も
の
で
す
。エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
、経
済
効
率
、環
境
適
合
の
3
E

と
そ
の
大
前
提
に
な
る
安
全
性
と
は
、我
々
の
生
活

を
守
る
上
で
の
安
全
性
だ
と
思
い
ま
す
。従
って
、資

源
の
少
な
い
日
本
が
い
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を

高
め
て
い
く
か
が
、大
き
な
テ
ー
マ
と
な
って
い
ま
す
。

　
他
方
、東
日
本
大
震
災
前
は
、日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
２
割
弱
程
度
で
し
た

が
、現
在
、原
子
力
発
電
の
停
止
な
ど
に
よ

り
、日
本
は
世
界
5
位
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

国
で
あ
り
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は

わ
ず
か
６
％
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
消
費
国
で

あ
る
、ア
メ
リ
カ
、中
国
の
自
給
率
は
86
％
、

ロ
シ
ア
1
8
3
％
、イ
ン
ド
７
割
弱
と
比
べ

て
も
深
刻
な
数
値
で
す
。

　
中
東
依
存
度
が
高
い
原
油
、中
東
や
ア

ジ
ア
、環
太
平
洋
圏
か
ら
の
輸
入
が
多
い

L
N
G
に
対
し
、北
米
や
ア
フ
リ
カ
、ア
ジ

ア
か
ら
輸
入
す
る
石
炭
は
中
東
依
存
度
が

低
い
と
い
う
意
味
で
安
定
供
給
に
資
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。こ
の
石
炭
を
し
て
1
0
0
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
発
電
す
る
に
は
2
3
5
万
ト
ン
が
必
要
で
す

が
、同
じ
電
力
を
得
る
の
に
濃
縮
ウ
ラ
ン
は
21
ト
ン

で
足
り
ま
す
。ウ
ラ
ン
の
国
内
在
庫
は
2
・
7
年
分

あ
り
、国
際
統
計
法
上
も
、原
子
力
は
準
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。最
大
限

の
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
を
進
め
て
も
2
0
3
0
年
度
の

電
源
構
成
に
お
い
て
は
20
〜
22
％
の
原
子
力
が
必
要

な
状
況
で
す
。

　
世
界
各
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
る
中
、中

国
や
イ
ギ
リ
ス
は
原
発
を
進
め
る
方
向
で
す
。特
に

中
国
は
、九
州
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
石
炭
火
力

等
に
よ
る
大
気
汚
染
の
問
題
を
抱
え
、再
エ
ネ
と
原

発
を
進
め
て
い
ま
す
。各
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
性
を
活

か
し
、多
様
性
の
あ
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

に
つい
て
、ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

主催者
説 明

３
E
＋
S
の
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
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経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）

小
さ
な
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
火
力
発
電
の
一
種

で
あ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
分
散
型
電
源
の
大
き
な

柱
で
す
。
電
気
と
一
緒
に
熱
を
生
む
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
略
し
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
す
。
一
番

身
近
な
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
自
動
車
で
す
。
内
燃
機
関

に
燃
料
を
入
れ
電
気
を
作
る
と
同
時
に
蒸
気
や

温
水
を
取
り
出
し
車
内
の
冷
暖
房
に
使
い
ま
す
。

大
規
模
発
電
所
と
比
べ
る
と
発
電
効
率
は
悪

い
の
で
す
が
、
病
院
や
ホ
テ
ル
、
地
域
暖
房
な
ど

熱
需
要
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
熱

を
利
用
で
き
る
の
で
効
率
は
い

い
の
で
す
。
そ
の
好
例
が
、
六

本
木
ヒ
ル
ズ
で
す
。
約
3
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
機
が
稼
働
、

廃
熱
を
地
域
熱
供
給
会
社
で
使

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
時
は

外
部
に
送
電
し
強
靭
性
を
発
揮

し
ま
し
た
。
仙
台
市
の
ト
ヨ
タ

自
動
車
の「
Ｆ
-
グ
リ
ッ
ド
」は

工
場
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機

の
廃
熱
で
野
菜
の
パ
プ
リ
カ
を

作
り
、
電
力
と
熱
を
地
元
で
融

通
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
主
導
の
電
力
会
社
の

第
1
号
は
、
群
馬
県
の
中
之
条

電
力
で
す
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

ほ
か
草
津
温
泉
の
湯
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
戦
前
の
小
規
模
水

力
発
電
の
再
利
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

分
散
型
電
源
の
盛
ん
な
ド
イ

ツ
で
は
電
気
か
ら
ガ
ス
を
つ
く

る「
パ
ワ
ー
ト
ゥ
ガ
ス
」の
仕
組

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
再
エ
ネ

の
余
っ
た
電
気
を
分
解
し
て
水
素
で
貯
蔵
、
必
要

な
と
き
に
燃
料
電
池
で
発
電
す
る
ほ
か
、
CO2
と
反

応
さ
せ
て
メ
タ
ン
ガ
ス
を
つ
く
り
天
然
ガ
ス
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
に
入
れ
ま
す
。
捨
て
て
し
ま
う
よ
り

い
い
わ
け
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
が
、

地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は「
そ
の
場
で
使
っ
た

方
が
得
だ
」と
考
え
る
も
の
で
す
。
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
な
電
源
は
存
在
し
な
い
な
か
、
分
散
型
の
ほ

う
が
い
い
場
合
も
あ
る
、
と
い
う
わ
け
な
の
で

す
。


